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海 上 保 安 庁 

平成２３年３月１３日 

 

平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震への対応等について 

（第８報） 平成２３年３月１３日０６００現在 

（下線部分は第７報からの変更点） 

１．体制 

３月１１日 

１４５０ 海上保安庁対策本部設置 

第二、三、四、五、十管区海上保安本部対策本部設置 

第六、七、九、十一管区海上保安本部対策室設置 

１５００ 第一管区海上保安本部対策本部設置 

第八管区海上保安本部対策支援室設置 

２１３５ 第七管区海上保安本部対策本部設置に改組 

３月１２日  

０３２０ 第八管区海上保安本部対策室に改組 

 

２．対応勢力 

船艇   ２１５隻 

（内訳）巡視船艇    ２０３隻（巡視船８２隻、巡視艇１２１隻） 

航路標識測定船   ５隻 

測量船       ７隻 

航空機   ４５機（固定翼１４機、回転翼３１機） 

特殊救難隊 １５名 

機動救難士 １６名 

機動防除隊  ４名 

 

３．救助状況 

 〔３月１３日０６００現在 これまでに当庁が救助した人数 ２０６名〕 

 

《北海道》 

浦河  静内漁港内で浸水の「せいりょう丸」から乗員１名を救助完了 

問い合わせ先 

 総務部政務課政策評価広報室 

  海上保安報道官  一條 正浩 

０３－３５９１－９７８０（直通） 



2/5 

《宮城》 

塩釜  航行不能となった「第三クニ丸」（９名乗船、４名行方不明）の乗船者 

１名を当庁ヘリにより救助完了（残り４名は僚船に曳航され救助） 

石巻  １２日０８３２、ヤマニシ造船所にて建造中の船舶「トリパン」（８１名

乗船）から乗船者全員の救助完了（当庁７１名、海上自衛隊１０名） 

石巻  １２日０９２８、上記造船所にて建造中の船舶「サイダージョイ」（３１

名乗船）から全員を当庁ヘリにより吊り上げ救助完了 

なお、ヤマニシ造船所から流出したのは上記２隻のみと確認がとれている 

石巻  雄勝湾の漂流船から２名全員を、当庁ヘリにより、吊り上げ救助完了 

石巻  行方不明の旅客船「ミュウ」を当庁ヘリが発見し、乗船者２名全員の吊り

上げ救助完了 

石巻  港内の孤立者６２名を、巡視船いすず搭載ゴムボートにより救助完了 

（一部の孤立者の救助は海上自衛隊と連携） 

気仙沼 気仙沼港付近のビル屋上に孤立者３０名を発見し、当庁ヘリにより全員救

助完了 

気仙沼 気仙沼保安署に避難した負傷者を当庁ヘリにより救助完了 

《福島》 

 相馬沖 作業台船「くまの丸」（乗船者１名）が転覆し、巡視船まつしまが救助す

るも心肺停止。 

《千葉》 

銚子  「第三十三海運丸」（乗員１名）乗揚げから当庁ヘリにて吊り上げ救助完了 

 銚子  外川転覆船から縁にて３名を吊り上げ救助完了 

 

４．被害状況 

《青森》 

三沢  転覆船あり、巡視艇むつかぜ、当庁ヘリにて捜索するも人影を認めず 

八戸  ポートアイランド付近イカ釣船２隻漂流、乗員の有無不明、巡視船まべち、

当庁ヘリにて捜索するも人影を認めず 

八戸  小中野河口男性行方不明、巡視船まべち、ヘリにて捜索するも人影を認めず 

《岩手》 

宮古  オモエ漁港釣り船「コウヨウ丸」未帰還、当庁ヘリにて捜索するも人影

を認めず 

大船渡 転覆船１隻、乗員の有無不明、巡視船うまたかみにて捜索するも人影を

認めず 

久慈  久慈港内で４名が漂流し、３名は自力で上陸し、１名行方不明 

《宮城》 

気仙沼 大島瀬戸で３隻漂流（乗員不明）、当庁ヘリにて捜索するも人影を認めず 

気仙沼 北サイチにて家屋に乗って漂流、当庁ヘリにて捜索するも人影を認めず 

気仙沼 タカハマにて家屋に１名乗って漂流、当庁ヘリにて捜索するも人影を認めず 
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気仙沼 「マルハタ丸」に１名乗船のまま漂流との情報があったが、当庁ヘリで捜

索するも人影を認めず 

石巻  工業港港口で和船（２名乗船）が漂流、当庁ヘリで捜索するも人影を認めず 

仙台  若林区荒浜の小学校に約３００名の孤立者、当庁ヘリで捜索するも発見に

至らず（誤報と判断） 

亘理荒浜 津波に飲まれ漂流、人数不明、ヘリが捜索するも人影を認めず 

《福島》 

福島中之作 １名ブイに掴まって流されているとの情報があったが、巡視船まつし

ま及び当庁ヘリにより捜索するも人影を認めず 

小名浜 港内藤原ふ頭１名漂流、当庁ヘリにより対応 

《茨城》 

鹿島港内 漂流船４隻中、２隻は着岸済み、巡視船ひたち、巡視艇よど、巡視艇うめか

ぜ監視中（差し迫った危険なし） 

鹿島   湊大橋から海門橋方向へ男性１名が漂流、県警により救助 

《千葉》 

千葉  千葉コスモ石油ＬＰＧタンク炎上中、ＬＰＧ船離岸 消防船ひりゆう、巡

視艇あわなみ、消火活動中 

海上災害防止センター：きよたき消火活動中 

火勢が衰え、以後、消防に引き継いだ 

  千葉  市川大橋付近で漂流ボート４隻、所有者により曳航完了 

 

５．その他対応状況 

・ １１日１５０１～１５４４にかけて地震・津波に関する日本航行警報、ＮＡＶＴ

ＥＸ警報済み 

・ 緊急災害対策本部の設置受け、１１日１５１４日本海溝型地震動員計画を発動 

・ １１日２１１６～２１４７にかけて原子力緊急事態・避難指示区域に関するＮＡ

ＶＴＥＸ警報済み 

・ １２日０３１５福島第一原発から放射性物質の放出の可能性ありに関するＮＡ

ＶＴＥＸ航行警報済 

・ １２日０４１５新潟県上越・中越地震に関するＮＡＶＴＥＸ警報済み 

・ １２日０６０９～０６２５にかけて福島第一原発にかかる避難指示区域の設定

に関する日本航行警報、ＮＡＶＴＥＸ航行警報済み 

・ １２日０８３５～０９１６にかけて福島第二原発にかかる原子力緊急事態の発

生、避難指示区域の設定に関する日本航行警報、ＮＡＶＴＥＸ航行警報済み 

・ ４６港で船舶への避難勧告、３４港で警戒勧告を実施 

・ １２日、福島第一原発に係る避難指示（１０ｋｍ）圏内海域における通航船舶等

の調査及び指導のため巡視船が対応中（福島第一原発１０ｋｍ圏内船影なしを確

認済み） 

・ １２日、福島第二原発に係る原子力災害特別措置法第１５条通報を受け、１０ｋ
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ｍ圏内海域の調査及び指導を実施、１０ｋｍ圏内にいたタンカー１隻は、圏外に

移動済み、圏内船影なし 

・ １２日、本庁及び隣接管区等から第二管区海上保安本部及び東北四県（青森、岩

手、宮城、福島）対策本部に要員等（４４名）派遣 

・ １２日、１７５２～５９にかけて、福島第二原発にかかる避難指示区域の設定及

び第一原発爆発発生に関する日本航行警報、ＮＡＶＴＥＸ警報済み 

・ １２日、１９２２～２３にかけて、福島第一原発については２０㎞、第二原発に

ついては１０㎞圏が避難指示区域に設定されたことに関する日本航行警報、ＮＡ

ＶＴＥＸ警報済み 

・ １２日、福島第一原発に係る避難指示（２０㎞）及び第二原発に係る避難指示（１

０㎞）を受け、巡視船により同海域周辺海域において監視警戒中。同海域内に船

影なし 

 

６．当庁の被害状況 

（１）巡視船艇 

二管区 宮城 ＰＬＨざおう（港内で緊急投錨、絡索により航行不能、搭載艇及び

ヘリ甲板は使用可） 

ＰＬくりこま（無人状態、１２日０６４５松島湾内にて座礁中） 

（２）航空機 

仙台基地 固定翼１機流出、固定翼１機及び回転翼２機が浸水 

宮城分校 回転翼１機浸水 

整備工場（ジャムコ、仙台市）回転翼１機が転倒、固定翼１機が浸水、回転翼 

１機調査中 

（３）施設関係 

① 庁舎 

 広尾、釧路基地：電話不通 

二管本部：停電、５階、６階及び７階の内部壁に亀裂あり 

仙台基地：基地機能不能、職員は２階へ避難 

釜石、宮古、気仙沼、石巻：電話不通（釜石は防災衛星電話あり） 

鹿島  ：停電、庁舎クラック発生、ＣＬ浮桟橋が水没 

小笠原 ：電話不通 

② 航路標識等 

一管区：函館、室蘭、苫小牧の灯浮標６基が流出又は移動 

二管区：釜石港内の灯台２基損壊 

仙台塩釜港内の灯浮標７基が移動、道標１基が消灯 

仙台塩釜港付近の灯浮標２基が移動 

八戸港内の灯台１基が消灯 

小名浜港内の灯台１基が傾斜、１基が消灯 

相馬港内の灯台１基が倒壊 
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塩釜、八戸信号所が運用不能 

仙台塩釜港、八戸船舶信号所が運用不能 

三管区：京浜港東京区内の灯浮標３基、灯標１基が移動 

京浜港川崎区内の灯浮標２基が移動 

千葉港の灯台１基及び灯標１基が傾斜 

千葉港内の灯浮標４基が移動 

川崎塩浜港内管制信号所が運用不能 

鹿島港内の灯浮標２基が漂流 

日立港内の灯浮標４基が移動 

那珂湊港内の防波堤灯台 1基が消灯 

四管区：片田港の防波堤灯台１基が消灯 

五管区：高知港内の灯浮標２基が移動 

③ 通信施設 

   二管区：十二神、北国のＶＨＦ局が使用不能。このため、釜石、秋田海上保安部

間の無線の送受信が不能 


